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96
本文左の
下から８行目

左折車混入率17％のときの補正率αＬＴ
は例題１と同様に表3.3.11より0.96である．

左折車混入率17％のときの補正率αＬＴ
は例題１と同様に表3.3.11より0.95である．

本文左の
下から６行目

Ｓ１＝2000 ・1.00 ・0.94 ・0.96 ＝ 1800 Ｓ１＝2000 ・1.00 ・0.93 ・0.95 ＝ 1770

97
本文左の
５行目

  左折車混入による補正率αＬＴは,表

3.3.12でＧ＝30秒,Ｌ＝32％のときの値
0.79である.したがって,第一車線の飽和交
通流率Ｓ１は,

  左折車混入による補正率αＬＴは,表

3.3.11でＧ＝30秒,Ｌ＝32％のときの値
0.91である.したがって,第一車線の飽和交
通流率Ｓ１は,

  Ｓ １  = 2,000 ・  1.00  ・  0.97  ・ 0.79   Ｓ １  = 2,000 ・  1.00  ・  0.93  ・ 0.91

                            (車線幅員）  （大型車）  （左折車）                             (車線幅員）  （大型車）  （左折車）

= 1,530〔台／青1時間〕 = 1,690〔台／青1時間〕

本文左の
１５行目

  Ｓ 2  = 2,000 ・  1.00  ・  0.97   Ｓ 2  = 2,000 ・  1.00  ・  0.93

                             (車線幅員）  （大型車）                             (車線幅員）  （大型車）

= 1,940〔台／青1時間〕 = 1,860〔台／青1時間〕

本文左の
２４行目

  Ｓ RO  = 1,800 ・  1.00  ・  0.97   Ｓ RO  = 1,800 ・  1.00  ・  0.93

                               (車線幅員）  （大型車）                                (車線幅員）  （大型車）

= 1,750〔台／青1時間〕 = 1,670〔台／青1時間〕

  右折専用車線の交通容量ＣＲを,式3.3.8

より求め,右折交通量と比較する.

  ＣＲ  = 1,750 ・10 ＋1 ・ 3,600 = 234＞200   ＣＲ  = 1,670 ・10 ＋1 ・ 3,600 = 226＞200
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